
 

まさに 充実の秋です！
 

　よりよい学校生活となるように、問題意識をもち、自分たちで考え取り組んでいる子どもたち
の姿を、とても頼もしく感じています。今回は、３つの取組を紹介します。 

　まずは、放送委員会です。全校の前で堂々と表現できる大内っ子になろうと、例年「スマイル
ステージ」を企画しており、希望者が体育館のステージで発表を行っています。今回はさらにレ
ベルアップを図ろうと、放送委員会の司会の２人も、張り切って蝶ネクタイをしての進行となり
ました。たくさんの人の前で自分を表現する場を経験すると、度胸がついていきますね。スマイ
ルステージを大いに盛り上げてくれました。 

 

　次は、環境・食育委員会です。Ⅲ期（１０月～１２月）の目標は、「食品の栄養を知り、バラ
ンスのよい食事を心掛けよう」です。重点目標は、「できるだけ残さずにきちんと食べよう」と
しています。そこで、環境・食育委員会の子どもたちは、赤・黄・緑の３レンジャーとなって登
場し、好き嫌いをしないで食べることの大切さを呼びかけてくれました。 

 【教育目標】自ら考え　判断し　明日を創る子どもの育成 
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　最後は、６年生のあいさつ運動です。みんなのあいさつが少し停滞してしまっていることから
盛り上げようと企画してくれました。肩からたすきを掛け、手にはタンバリンを持ち、教室や体
育館など、校内を回ってあいさつを盛り上げてくれています。元気なあいさつをしてくれた人は、
タンバリンにタッチができるようです。６年生のすごいところは、常に「楽しんでやる！」とい
う心意気です。６年生のおかげで、みんなの笑顔が広がります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 「秋田県産極上九条ねぎ」のお話（食育） 

 

　２日（金）、栄養教諭の丸山先生が、「秋田県産極上九条ねぎ」についてのお話をしてください
ました。この日は、秋田市「ＳＥＮＴＥ」さんの「極上九条ねぎ」が初めて給食に登場しました。
２３日（金）も、この極上九条ねぎを使った献立です。九条ねぎとはどんな野菜なのかを教えて
いただき、「ＳＥＮＴＥ」さんのねぎ作りへのこだわりや愛情を映像を通して見せていただきま
した。また、給食センターで６６㎏もの極上九条ねぎを調理する様子も見せていただきました。
「違いが分かる！」という子どもも・・、「極上」の味を一口一口かみしめながら味わって食べ
た子どもたちです。 
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